
足
腰
の
力
を
弱
ら
せ
な
い
体
操
教
室

お
た
っ
し
ゃ
教
室

お
た
っ
し
ゃ
教
室

お
た
っ
し
ゃ
教
室

運
動
で
心
も
体
も
健
康
に
！　

地
域
の
人
同
士
の

ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
に
！

開
催
地
区
を
募
集
し
ま
す

　

世
帯
内
の
国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳
以
上
74
歳
未
満
の

場
合
に
は
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
保
険
税
が
世
帯
主
の
年

金
か
ら
天
引
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
は
保
険
税
の
天
引
き

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

・
世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
な
い

・
世
帯
内
の
国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳
以
上
74
歳
未
満
で

な
い

・
対
象
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
で
あ
る

・
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を

超
え
る

　

年
度
途
中
に
お
い
て
75
歳
を
迎
え
る
方
は
年
金
天
引
き

を
行
わ
ず
、
普
通
徴
収
と
な
る
ほ
か
、
年
度
途
中
に
お
い

て
保
険
税
額
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
年
金
天
引
き
に

よ
る
納
付
方
法
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
し
出
を
す
る
こ
と
で
、
年
金
天
引
き
を
や
め

て
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
、
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
方
の
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
適
用
さ
れ
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
や

住
民
税
が
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
役
場
税
務
課
住
民
税
担
当
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

転
倒
予
防
に
効
果
が
高
く
、
し
か
も
簡
単

に
で
き
る
体
操
を
と
り
入
れ
た
も
の
が
「
お

た
っ
し
ゃ
教
室
」
で
す
。

　
「
転
倒
・
骨
折
」
は
、
脳
卒
中
や
認
知
症
、

老
衰
に
次
い
で
要
介
護
の
大
き
な
原
因
で
す
。

　

今
ま
で
の
生
活
が
し
づ
ら
く
な
る
ほ
か
に
、

入
院
治
療
や
そ
の
後
の
介
護
費
用
が
か
か
る
な

ど
、
思
わ
ぬ
出
費
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
と
し
て
は
、
転
倒
し
に
く
い
体
を
つ

く
っ
て
お
く
こ
と
で
、
そ
の
具
体
的
な
方
法

は
体
操
で
す
。

　

体
操
を
一
人
で
な
く
地
域
の
人
と
一
緒
に

行
う
こ
と
で
、
継
続
し
た
運
動
習
慣
が
身
に

つ
き
ま
す
。
ま
た
、
お
し
ゃ
べ
り
や
情
報
交

換
が
で
き
る
定
期
的
な
交
流
の
場
に
な
り
、

一
人
暮
ら
し
の
方
な
ど
へ
の
自
然
な
見
守
り

の
場
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
す
で
に
32
地
区
で
取
り
組
ま

れ
、
現
在
も
継
続
実
施
さ
れ
て
い
る
地
区
も

あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
区
で
も
、
お
た
っ
し
ゃ
教
室

を
健
康
づ
く
り
や
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
に

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆問い合わせ先　税務課　住民税担当　　☎�6570　有線⑤5093
　　　　　　　　住民課　保険年金担当　☎�6571　有線⑤7784

◆問い合わせ先　介護支援課　介護支援担当　　☎�6501　有線⑤7788

65
〜
74
歳
の
方
へ
　

国
民
健
康
保
険
税
の
年
金
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
に
つ
い
て

み
ん
な
で
支
え
合
う

国
民
健
康
保
険

年金支給月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

特別徴収
（年金からの天引き）

前年度の２月本徴収額と同額
本徴収 1回目 本徴収 2回目 本徴収 3回目

仮徴収 1回目 仮徴収 2回目 仮徴収 3回目

※年金天引きの場合、４月、６月および８月に支給される年金から、暫定的な保険税を仮徴収し、保険税額
が決定した後、仮徴収した額との差額を10月以降に支給される年金から徴収することとなります。４月、
６月および８月の年金から仮徴収する額は、原則として２月に徴収した額と同額となります。

●おたっしゃ教室の内容
目的 　①足腰を弱らせず、要介護の原因となりやすい転倒・骨折を防ぐ。
　　　　　②体操を通じて、定期的なふれあいの場をつくる。

場所 　会議所など
対象 　老人クラブなど、おおむね10人以上のグループ
内容 　講師による体操指導（全12回：週１回・3か月）
� （終了後は地域での自主活動を応援します）
※費用は無料です。お気軽に介護支援課までお問い合わせください。
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